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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社クレスコ 

 

[企業 ID]  4674 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2021 年 3 月期第 2 四半期決算説明会 
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[日程]   2020 年 11 月 12 日 

 

[ページ数]  25 

 

[時間]   15:00 – 15:38 

（合計：38 分、登壇：30 分、質疑応答：8 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 
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[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

代表取締役 社長執行役員  根元 浩幸（以下、根元） 
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登壇 

 

司会：皆様、本日はお忙しい中ご視聴くださいまして、誠にありがとうございます。ただ今より、

株式会社クレスコ、2021 年 3 月期第 2 四半期決算説明会を開催いたします。 

本日の進行ですが、はじめに、代表取締役社長執行役員、根元浩幸より、第 2 四半期決算の概要を

ご説明申し上げ、その後皆様からのご質問にお答えいたします。 

それでは根元社長よろしくお願いいたします。 

根元：株式会社クレスコの根元でございます。本日は、弊社の第 2 四半期決算説明会を聴取いただ

き、ありがとうございます。私から、決算の状況と今後の方針等をお話ししたいと思います。 

スライドに従って説明していきます。 

 

まず決算のポイントですが、売上高、利益です。 
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第 1 四半期はコロナの状況で、かなり世の中全体も、われわれのビジネスも混乱していた状況でし

たが、それを脱して、第 2 四半期に入って少し落ち着きを取り戻したということです。 

景況感も少しは持ち直したかなという感じはありますが、従前の勢いには至っていないという状況

です。 

特に、お客様の対面の営業が制限されていたこと、それから主要な顧客ということで、公共サービ

スです。後で出てきますけれども、旅行業とか、空輸とか不動産といった、主要なお客様の受注

が、かなり減少したことで業績にマイナス影響が出ていると。 

ただ、投資有価証券等の売却益だとかで、特別利益が増加しましたので、純利益については二桁増

という状況です。 

不採算プロジェクト、グループ会社で何件か第 1 クォーターから出ていますので、そちらも利益面

では業績の重しになったと言えると思います。 

営業利益率は第 1 四半期に比べると、だいぶ改善の傾向に来ていまして、上半期、第 1 第 2 合わ

せて 7.1%ということで、昨年よりはだいぶ落としていますけれども、少し安定を取り戻してきた

感じはあります。 

2Q までの累計売上高は 192 億円で、昨年とほぼ同額という状況です。 

営業利益につきましては、13 億 6,600 万円で、昨年に比べると 20%減益。 

経常利益につきましては、18 億 4,400 万円で、これも昨年度に比べると 3%減益になっています。 

純利益については、先ほど申しましたとおり、投資有価証券の売却等で 15%の増益という結果で

終わっております。 

5 月 8 日に発表した今年度の見通しで言うと、営業利益が若干 1 億円程度足りないですが、だいた

い見通しどおりかなと思っております。 
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続きまして受注の状況です。 

少し改善傾向にはありますが、やはり従来の勢いには戻っていないということで、受注高、受注残

高については、97%、96%という状況にあります。 

ソフトウェア開発は先ほど申しましたとおり、お客様の本業のビジネスでダメージを受けています

ので、われわれへの発注、受注が厳しい状況です。 

組込みにつきましては、濃淡ありますけれども昨年並かなと見ております。 
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セグメント別のところです。 

ソフトウェア開発につきましては、公共サービスが昨年に比べると 16%落ちましたが、金融およ

び流通・その他でリカバリーして 1%の増収となっています。 

セグメント利益で言いますと、人件費とか外注費、材料費が増加した、あとは不採算のプロジェク

トです。第 1 クォーターの混乱した状況での生産性の低下もありまして、17.1%の減益となってお

ります。 

金融は銀行、生保で新しいお客さんが 1 社本格的に稼働しましたので、そういうのもありまして

13.7%の増収と。 

公共サービスにつきましては、先ほど来申していますとおり、お客様の本業ダメージがありまし

て、16.4%の減収と。 

流通・その他は、ここもきついんですけれども、4 月から株式会社エニシアスというクラウド関係

の会社がグループに入りましたので、そういう効果もありまして 3.5%の増収となっております。 
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組込み型ソフトウェア開発です。 

受注高は改善傾向にありますが、制御系の開発案件等は減少しているというところで、お客様の中

での製品計画を一部見直したこともありまして、全体では 5.1%の減収となっております。 

セグメント利益は 18.6%の減益です。 

組込みの中身を見ますと、通信システムにおいてはスマホ関係が微増ですが、額はそんなに大きく

ないですけれども、9%増収で少し伸びています。 

カーエレクトロニクスは 5.2%の増収ではありますが、昨年までの伸びに比べると、少し伸びが鈍

化していると言えるかと思います。お客様の製品計画等が多少見直されてきているのはあります。 

情報家電とかその他、充電とかも含めてですけれども、制御系のところですが、昨年に比べると

15.8%の減収になっています。プロジェクトの中止、延期もありますが、どちらかというと昨年が

開発のピークだったというのはあります。今年度はそれほど伸ばせないだろうとは見ていたんです

けれども、それ以上に減収であるのは否めないと思っております。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

7 
 

 

今期の見通しについてお話しいたします。 

やはりコロナの収束の状況次第で、お客様がどういう投資をしてくるか、お客様の本業がどうかと

いうことが、やはり一番大きなわれわれに対する影響だと思っております。 

ただ、現状を見ていますと、5 月、6 月ぐらいの時は下期には少し良くなるんじゃないかと見てい

ましたが、やはり下期の受注の勢いも緩やかだという状況です。コロナが今、3 波というようなニ

ュースも出ていますけれども、なかなかこういう状況から抜け出せない中で、お客様にどれだけ投

資をしていただけるかは難しいところがあるなと思っています。 

ご参考で、IDC Japan の国内の ICT 市場予測ということで書いていますが、支出額ベースで前年比

4.3%減となっていますので、やはりちょっと苦しい状況が下期も続くかなと見ております。 

オンラインでいろいろなやりとりをするということで、お客様の営業活動はだいぶオンラインでや

るのは慣れてきて、支障は少なくなってきているのかなと思っています。 
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今、お客様も来年度に向けたプランも作り始めています。その中でいろいろな来年度の投資みたい

な話は、これからいろいろ出てくるんじゃないかなということで、変化があるところに必ず IT は

必要になってきますので、新たな事業機会は必ず巡ってくると見ております。 

 

まず新型コロナの対応ということで、私どものグループの話をいたします。 

2 月末から対策を取りましたけれども、今思うと、第 1 クォーター、4 月、5 月がばたばたした

と。これはお客様も含めて、日本中そういう感じだったかなと思います。 

第 2 クォーターになって、だいぶコロナ禍の中で、どうやってビジネスをやっていくか少し慣れて

きた、安定してきたのはあるかなと思っています。 

現在も隔週でコロナ対応のミーティングをやっております。 

いろんなコロナの対応をするということで、テレワークもしばらくこれは続くだろうと、10 月 1

日からテレワークの体制を強化ということで、いろいろな制度等も見直しして出しております。確

か 9 月 28 日にプレスリリースで出しております。 
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まず社内、社員、ビジネスパートナー含めて、安全安心が第一ですので、在宅勤務ができるところ

は在宅勤務、できないところでも時差出勤とか 3 密を避けるという出社の体制を取っていると。現

状でも 6 割ぐらいが在宅勤務になっております。 

会議等は原則オンラインでやるということで、かなりこれも定着してきている状況です。 

しばらくこれが今年度はもちろん、来年度も続くんじゃないかなと今はもう想定しております。 

 

コロナの影響でのマイナス面というか、脅威に関する認識です。 

感染の状況がなかなか落ち着きませんので、まだ特効薬とかワクチンができて接種できるような状

況になるのは、まだしばらくかかるということで、感染状況によっては事業リスクはあるなと思っ

ています。お客様も含めてあるなと思っております。 

ですので、慎重にその状況を見ながら、やれることをきっちりやっていくのが、この下期かなと思

っております。 
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次のページに行きます。 

一方で、来年度に向けたお客様の中でのいろいろな計画というか、巻き返しなのか、さらなる変革

なのか、いろいろな動きが出てきていますので、[音声不明瞭]まで、その辺はうまく捉えながら、

この 3Q、4Q、来年度に向けた営業をしっかりやっていきたいなと思っております。 

まだまだ例年に比べると、この 4Q を見てもまだ厳しい状況が続いております。例年ですと、3Q、

4Q は非常に繁忙期になりまして、だいたい 3 月末とかゴールデンウイークに向けたシステムのサ

ービスインをお客様は計画しますので、3Q、4Q は非常に繁忙なんですけれども、今年はちょっと

そういう感じではないなというのは感じております。 

ただ、先ほど来申していますように、お客様が変わらなきゃならないといった時に IT の需要は必

ずあるということで、そこをうまく、きっちり営業していきたいと思っています。 
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業績予想です。 

今申しましたとおり、コロナの感染状況が分からないのが正直ありますので、精緻に把握するのは

難しいかなと思っております。ただ、ある程度仮定を置きながら、やれることをしっかりやってい

くのが、今年度なのかなと思っております。 

コロナの影響は通期にわたって受けますし、下期も厳しい受注状況、営業状況になるとは思ってお

ります。 

ただ一方で、在宅勤務等もだいぶ定着してきて、生産性等も上がってきていますし、コスト削減、

あとは不採算案件を極小化することで、業績は昨年と同じ程度ぐらいまでは持っていきたいなとは

思っております。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

12 
 

 

業績予想ですけれども、5 月 8 日に発表しましたところから変更はありません。上期、第 2 クォー

ター終わった段階でも、ほぼ予想通りですので、この業績予想をまず最低クリアするのを目指し

て、残り 3 月末までやっていきたいと思っております。 
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配当予想に関しましても、変更はありません。 

中間 18 円、期末 18 円の 36 円になっております。 
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次は、対処すべき課題ということで、この先どんなことを考えているのかも含めて、第 2 クォータ

ーにあった話をいろいろお話ししたいと思います。 

まず 1 番目の新規ビジネスの組成と新技術の研究・開発です。 

社内で実績のある新技術を使った、いろいろな事例とかサービスがあるんですけれど、それをもっ

とデジタルマーケティングによって、新規顧客を開拓するのにつなげていきたいなと思っておりま

す。第 1 クォーターの時にも言っていますが、そういうのをもっともっとやっていきたいと思って

おります。 

やってはいるんですけれど、まだまだ結果が伴っていないので、もっと結果が出るような形で、新

規顧客の開拓をやっていきたいと思っています。 

あとは、この 4 月に出資しました AI ベンチャーである、株式会社調和技研という会社があるんで

すけれども、そこと一緒にアイデアコンテストみたいなのを今やっております。 
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またお互い持っている AI に関するノウハウを共有して、新規ビジネスを何か考えられないかを模

索する活動も開始しております。ただ、一気にこれが数字に跳ねるかというと、なかなか時間がか

かる話だと思いますけれども、一応そういう動きを今しているということです。 

2 番目の、新規顧客の開拓およびお客様とのリレーションシップの強化です。 

先ほども申しましたとおり、マーケティングの強化によって新規顧客を開拓する、これはやっぱり

1 番だと思っております。 

あとは、コロナ影響の少ない公共とか製薬分野の開拓を今進めております。 

既存のお客様でも、その中でのシェアをアップすることで他社の領域を営業で取っていくとか、別

の事業部門に横展開を図るということを今やり始めております。 

9 月以降お客様と対面での営業活動もだいぶ可能になってきましたので、こういう活動を継続して

いきたいと思っております。 

 

3 番目、鉄板品質の話です。 
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大きな問題になるプロジェクトは新たに発生していませんが、前期第 1 クォーターからの二つのプ

ロジェクトが第 3 クォーターでも品質強化の必要がございましたので、損失引当をしているという

ことです。一つについては完全に収束しましたが、もう一つについては、まだもうちょっと対応が

かかっている状況です。 

4 番目の生産性の話です。 

一部のプロジェクトでは、第 1 クォーターで、在宅勤務によって残業が計画より上回ったというこ

とで、生産性の低下が散見されたんですけれども、残業時間の管理を進めることで、仕事の進め方

とかコミュニケーションの工夫などを図って、だいぶ落ち着いてきているかなと思っております。 

 

5 番目、開発に関する人材の確保です。 

現状は全体として開発要員の不足感はそれほどありません。ただしクラウドの上級 SE とか特定領

域のスペシャリストに関しては、不足感が継続してあるということです。 

6 番目、人材の採用と育成です。 
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われわれは人材が一番の資産ですので、人材の採用と育成は非常に重要なテーマだと思っていま

す。来年 2021 年 4 月の入社予定の新卒採用ですが、単体ではこの 4 月に比べるとちょっと減って

いますが 57 名、グループ全体で 140 名の内定者を出しております。 

また既存の社員に対して、AI とかクラウドの技術者のレベルアップを図るための、具体的にはお

客様に新しい技術をちゃんと提案できるような技術者をもっと増やすという、社内教育、オンライ

ンの教育になりますけれども、そういうのをやっております。 

 

働き方改革の推進になります。 

コロナ禍におけるテレワークが定常化しました。デジタルツールの活用とか勤務制度の改定とか、

来年になりますけれども、開発センターのスペースの効率化などの取り組みについては、9 月 28

日社外リリースで発表しております。 

在宅勤務、リモートでの開発、オンラインでの会議、そのようなものが全部普通になってきたと感

じています。 
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健康経営の推進ですが、コロナに罹患したり、クラスターを出したりということがないように、安

全安心を第一にやっていきたいと思っております。 

最近、在宅勤務の弊害も少し感じております。コミュニケーションの機会が減ってきて、社員のメ

ンタリティというか、孤独感とか、そういうものをちゃんと見てやらないと、大丈夫かなという懸

念も少しありますので、その辺もそれぞれの部門、プロジェクトチームの中で、ちゃんと意識して

活動していくようにはしたいと思っております。 

 

ダイバーシティへの取り組みです。 

この 4 月に入社予定だった韓国の学生が 5 人いたんですが、入国できなくてずっと待機していたん

です。教育はオンラインで受けていましたが、その学生たちが来週 11 月 15 日に入国できること

になりまして、12 月 1 日に入社するということで、それが一ついいニュースかなと思っていま

す。 

10 番目 M&A・アライアンスの推進ですが、継続して新規で M&A に取り組んでおりますが、今発

表できるような進捗は特にありません。 
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今は 4 月にグループ入りしたエニシアスの PMI を進めているところです。 

 

コーポレート・ガバナンスの推進ですが、これも特筆すべき話はありません。 

最後、事業ポートフォリオの最適化と柔軟な組織経営です。 

コロナの影響を受けているお客様については、今後の IT 投資抑制も続くだろうなということで、

先ほどから申していますように、新規顧客の開拓が来年度に向けても重要なテーマです。 

今年度、生保で 1 社、新規のお客さんがかなり拡大することができましたので、そういうお客さん

を開拓していくということです。 

先ほど申しましたように現在は公共、製薬エリアに注力して新規顧客開拓をしております。 

あとはマーケティングをきっちりやっていく。われわれが持っているサービスで、既存のものをき

っちり整理して、マーケティングのプロセスに乗っけて、新規のお客さんを獲得できるような活動

を継続してやっていくことに力を入れていきたいなと思っております。 
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来年度ですけれど、今われわれとしてはいろんな方向性を考えておりますが、SI の領域に関しま

しては、先ほど申しましたとおり、公共とか製薬といった、新しいわれわれがあまりやっていない

インダストリーのところに、少しポートフォリオを移していく。 

もう一つ大きな話としては、サービスのビジネスを伸ばすことを、もっと力を入れてやっていきた

いと思っています。 

これは、何をもってサービスビジネスと呼んでいるかというと、エンジニアの工数、頭数によらな

い契約。そういうものをもっと増やしていかないと。今後の成長という意味で言うと、エンジニア

の数に依存するようなビジネスの比率があまりにも大きいなというのが現状ですので、サービスの

エリアをもっと広げていくと。 

われわれは、新しい技術を先取りしてお客さんに訴求するという戦略を取ってきていますので、そ

ういうサービスの種になるようなものを結構持っているんです。そこをもう少し整理して、きっち

りお客さんに魅力のある提案ができるような形に持っていきたいということで、今バーチャルチー

ムですけれども、そういう動きをし始めています。来年度に力を入れる点になるのかなと考えてお

ります。 

私の発表は以上になります。どうもありがとうございます。 
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質疑応答 

 

司会：ありがとうございました。それではこれより、質疑応答に移ります。それでは早速いただい

ております質問からご紹介してまいります。 

ソフトウェア開発の減益の要因として、不採算案件の発生があったとありましたが、この案件は既

に収束しており、第 3 四半期以降には影響してこないのでしょうか、それともまだ継続中の案件で

しょうか、というご質問です。よろしくお願いいたします。 

根元：先ほど申しましたとおり、2Q の決算の時に二つのプロジェクトで損失引当をしておりま

す。そのうちの一つにつきましては、もう終了しましたので、今後そういうコストがプラスでかか

ることはないんですけれど、もう一つにつきましては、まだ実行中なところがありますので、完全

に収束したという状況ではないですけれども、ほぼ収束するだろうという見通しです。 

以上になります。 

司会：ありがとうございました。それでは続きましてのご質問です。 

組込み型のところのご説明で、情報家電でプロジェクトの中止、延期があったというご説明があり

ましたが、再開の見通しは立っているのでしょうか、というご質問です。よろしくお願いいたしま

す。 

根元：先ほど説明でも少ししましたが、中止、延期もあるんですけれども、昨年がかなりピークだ

ったというのが結構実態でして、下期も上期と同様に推移するだろうと。情報家電のところはです

ね。 

充電系の制御系は、下期もちょっと厳しくなるかもしれないと今、見ております。 

以上です。 

司会：ありがとうございました。それでは続きましてのご質問です。 

組込み型で、通信システムとカーエレクトロニクスは前年同期を上回っていますが、これは期初の

想定と比べるとどうだったのでしょうか。想定通りなのか、想定よりも良かったのか、可能な範囲

で結構ですのでお聞かせください、というご質問です。 
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根元：前年比で、通信システム、カーエレクトロニクス共に伸びてはいますが、想定よりは悪いで

す。特にカーエレは、期初に立てた計画ではもっと行くという予想で営業活動を見ていましたの

で、伸びてはいますけれども、想定よりは悪いというのが現状です。 

司会：ありがとうございました。それでは次のご質問です。 

新型コロナ感染拡大防止として、テレワーク体制の強化など対応されているようですが、こういっ

た対応をした結果、コスト面ではコスト増になったのでしょうか、それともコスト減になっている

部分もあるのでしょうか、というご質問です。よろしくお願いいたします。 

根元：旅費と光熱費、電気代はかなり減っています。昨年に比べるとかなり減っています。ただ、

在宅勤務に完全に移行するにあたって、いろんな設備を買ったり、PC を買ったりとか、ネットワ

ーク系のところをいろいろ強化したりというのがありましたので、そういう部分はコスト増になっ

ています。トータルで言うと、若干コストは減っているんじゃないかなと思っています。 

ただ、1 番のコストで、はじめ、第 1 クォーター特にそうなんですけれども、想定よりも多かった

のは残業です。これが昨年に比べると結構多かったということで、要は混乱していたというのもあ

ると思うんですけれど、在宅に移行するため、在宅勤務を安定化させるために、やはりどうしても

仕事がオーバーワーク気味になったのはあるかと思うんです。 

結構残業がプラスになったということで、確かに社員からすると通勤時間がないので、やれちゃう

というのもあると思うんですけれど。コスト的にはかなり出ましたので、7 月、8 月以降もう少し

抑制するということで、マネジメントで。大分緩和は、少し落ち着いてはきています。 

ただ、残業が増えたという話は、他の会社でもあるみたいです。ですから、一時的にはしょうがな

いのかなと思っています。 

以上です。 

司会：ありがとうございました。 

それではご質問もないようですので、質疑応答の時間を終了とさせていただきます。 

最後に根元社長からご挨拶がございます。よろしくお願いいたします。 

根元：今日は、ご清聴いただきましてありがとうございます。 

会社は、お客様を含めて厳しい状況ではあるんですが、その中でできることを確実にやっていくと

いうことで。やらなきゃならないことは先ほど言ったとおり、新規のお客さんを開拓するとか、事
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業のポートフォリオを少し変えていくとか、だんだん分かってきていますので、そこをしっかりや

っていくということが、来期につながる話なのかなと思っております。 

IT のエリアは、お客様も変化の中で投資しなきゃならないエリアですので、それほど悲観的には

思っていませんが。この時期をきっちり活動して、同業他社の中でも優れたいい会社だというよう

な業績が出せるように、引き続き下期も頑張っていきたいと思います。引き続きご支援のほど、よ

ろしくお願い申し上げます。どうもありがとうございます。 

司会：根元社長ありがとうございました。これを持ちまして、本日の決算説明会を終了といたしま

す。 

本日はご視聴いただきまして誠にありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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